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要旨：自己充填コンクリートを対象に、水中での流動性を考案し観察を行った。空気中と水中でのフローを比較す

ることにより水深の変化によってフローの変化を観察した。その結果、十分な流動性を有する自己充填コンクリート

の流動性には水深の影響はほとんどなく、空気中と比較した水中のフロー値は，フローの大小に関わらず，床面のぬ

れによるフローの増加率と水圧による減尐率との積により予測可能であることがわかった。 
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1. はじめに 

水中不分離コンクリートは、材料分離性を高め

水の影響を受けずに容易に水中での施工を可能に

したコンクリートである。これまでに多くの使用

実績があり、橋脚の基礎や堤防などに使用されて

いる。一方自己充填コンクリートは、単位セメン

ト量を大きくし骨材料を小さくすることで自己充

填性を得ているコンクリートである。これを用い

るとによって締固めに必要のない自己充填コンク

リートが水中不分離コンクリートに応用すること

を研究している。 

 

2. 使用材料 

 使用材料を表-1 に示す。セメントは普通ポルト

ランドセメントを、細骨材は石灰砕砂を、模擬粗

骨材はガラスビーズを、水は蒸留水を使用した。 

 

セメント（C）
普通ポルトランドセメント

密度3.15ｇ/ｃｍ3

細骨材（S）
石灰石砕砂

密度2.68ｇ/ｃｍ3　粗骨材2.72

模擬粗骨材
ガラスビーズ

直径10mm　密度2.55ｇ/ｃｍ3

新型高性能　AE減水剤
グレニウム6500

（ポリカルボン酸系+増粘剤）密度1.03～1.10ｇ/cm3

水（W) 蒸留水

表-1　使用材料

 

 

3. 試験方法の構築 

3.1 使用材料 

 材料の練り混ぜにはパドルミキサを用い、練り

混ぜ速度（自動速度：毎分 140±5 回転、公転速度：

毎分 62±5 回転）にて行った。本研究での自己充

填モルタルの練り混ぜ方法を図-1 に示す。 

 

 

図-1 練り混ぜ方法 

3.2 観察手順 

初めに空気中でフローコーンと塩化ビニル管に

モルタルを詰めてガラス板で計測を行った。その

後水槽（300mm）に 100mm 水をためて、空気中で塩

化ビニル管（高さ 200mm 内径 44mm）にモルタルを

詰めて、水槽の中心に合わせてから引き抜いた。

初めはフローコーンと塩化ビニル管で行っていた

が実際の投入方法としてトレミー工法というのが

ありそれが塩化ビニル管と近いことから塩化ビニ

ル管だけで行うようにした。投入後モルタルが広

がっていき止まった所の最大値を二箇所計測した

所がフローの値として計測した。計測方法として、

初めノギスで計測していましたが水深が深くなる

につれてノギスでの計測が困難になるため、水槽

の下にスチレンボードをしきそこにメモリを記入

して計測を行う方法で行った。そして水深を変え

て計測を行うために水槽（600mm）を新たに購入し

同じ方法で水深だけ 500mm 変えて計測を行った。 

 
写真-1 フローの計測方法 
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写真-2 水槽 

4. 仮説 

 

 空気中よりは、水中での試験はどうしても水に

触れてしまうと言う事で空気中よりは広がると言

う仮説をおいた。そして、水深を変えることによ

って水圧がかかるので 100mm の時より 500mm のほ

うが広がらないと言う仮説をおいて実験を行った。 

 

5. 実験結果 

5.1 モルタルでのフロー試験 

図-1 で空気中でのフローを上げていくと水深

100mm ではほぼすべて右肩上がりに上がっている

ことから空気中のフローを変えても水中ではほぼ

影響がないことが分かった。 

次に、水深を 500mm 変えて実験を行った結果水

深 100mm の時と比べると水深 500mm の方が広がっ

ている。しかし、空気中と水深 500mm を比べると

ほぼ右肩上がりに上がっていることから水中では

ほぼ影響がないことが明らかにした。 
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図-2 水深 100mm でのフローの変化 
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図-3 水深 500mm でのフローの変化 

5.2 模擬粗骨材投入 

実際はコンクリートとして打設を行うので実際

の試験近づけるために模擬粗骨材を投入して実験

を行った。そして模擬粗骨材を投入して空気中と

水深 100mm と水深 500mm を比較した。結果、図-2

は空気中と水深 100mm を比較したもので図-3 は水

深 500mm を比較したものですがどちらもあまり変

化がないことから水中での影響はほぼないと言え

る。 
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図-4 水深 100mm でのフローの変化 
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図-5 水深 500mm でのフローの変化 

6. 結論 

 

 空気中と比較した水中のフロー値は，フローの大小に

関わらず，床面のぬれによるフローの増加率と水圧によ

る減尐率との積により予測可能であることがわかった。

モルタルとコンクリートとでは，気中と水中のフロー値

との関係に差が見られなかった。 
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